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札幌市の住家性鼠類の調査（l)

1946～1947年冬季にむける捕獲鼠

の種類とその分布について※

Biological survey of house' l'a旬 inthe city of Sapporo 

(1) The species of rat8 and色heirdiRtribution 

obser~ed duringもhewinter time from 1946七0 1947. 

くWi色hEnglish resuroιp.6生〉・

太田嘉四夫 t長谷川恩・上田明一

Kasio Ota, l¥fogumi Hasegawa and Meiichi Ueda 

北海道大串農車部動物事敬笠

IまLがき 札幌市役所衛生課わ1946年11月より1947年 3月末までの間市内の鼠族騒除お賢施した。筆者等わ

そのはじめから計画の立案に参加し又駆除究施によって符られた死鼠お集めてとれお分類し性比，~（E振率~調
ぺ又体各部。測定及び外部寄生虫の採集和行った白 ζLにその結果のうち符られた鼠の種類とその市内におけ

る分布とお報告する。

探集方法及び調査方法鼠の甑除にわ設鼠剤として悶産ANTUお各家庭に配布し，小萎粉にまぜて義国子

おっ〈らせとれお各家庭内で撒市させた。札幌市お18の小区域に分ちその区域i手にJI国次に指導員がまわてコてー

臨域内でわ一帯に撒毒した。死鼠わ斑域毎にまとめて北大農皐部到j物撃教室に迩ぴとんだ。

顧除賀施期間の集家 ζ の冬わ特に例年に比ペて寒さにわ患がないのてーあろでJj持丹気温の最高と最低の卒

ー ・ 一一 ・ 均：11見ると11月く1.4～10.7), 12月くー1.0～0.2),I月〈一
札幌下村地区区分図 ω～ー1.5,', 2 fj （一10.5…lM 月く－5.7-2めである。

一 「 又雲の朕態お見ると棋雪の初日は12月HIであり終日わ

第 1圃札幌市地区区分間

4月・6Hであって11月を除いた駆除期間は積雲期であった。

札幌市地直め直分駆除Jlt砲の矯め18の小区域を死鼠の

集計に際してわ札幌市の自然的F 人属的要素時従って 7地

w；：に統合した。その匝分のftの要素之してわ札幌市南方を
京協する豊卒川，畳平川から出る小運河であって札暁市の

巾央お北協する創成川i，札幌市の西より東にかけて走る

鍛造線路をとりこれによって市街お大きく5つに分ち，更に

創成川の西側白部分においては中央市街医ξ周遁の住宅地

2匝とに分けた。 とれらの区分は第l闘に示す。豊平川の

川巾わ堤防間が90米～260米あり， 4カ所陪摘をもっ。 創

成川は川巾約7米でその南側に巾約20米の道路が沿ってい

る。市内においては東西に走る街路毎に橋がありその間隔

は約110米である。

1.北東く勢働者住宅が多〈外周わ畑作地帯）， 2.東〈工場

地帯で努働者住宅も多〈戸数，人口は第二位） ' 3.河東

リj、工場が多〈外周には回，畑，果樹園がある）， 4.北西〈努

働者住宅が多い Lが北海道大畢がその面積のとド分近〈おし

＊この要旨わ1948年10月2日札幌市北海道大串に於ける都19同日本動物事脅大合において護表した。
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めている〉，ラ．西ぐ一般住宅地帯で外周に畑作地帯及び丘陵をもっ）， 6，南ぐ一般住宅地帯である），6.巾央く行

政，商業D中心地帯で官服，諸合枇，商店が集中しているほか一般人家も密集していて戸数人口わ最も多い〉．

Trans. Sapporo Nat. Hist. Soc. Vol. 18, Pt. 3-4 

捕獲された鼠わ衣の種である。

l) クマネズミRuttitsratt'as rattus (Linne）とれわエジプトクマネズミ (R. ratt'l.lSαlex-

αndrinus Geoffroy）の記載に一致するものでるるが TOKUDA('41）に従いとれおR.r. ratt'll8 

に統ーした。左お突然幾異型と見注されるクロクマネズミ，ヒグマネズミ，

等わ見出？をされ友かった。

2) ドブネズミ Rattusnorvegicus 1w1・vegicus (Berkenhouり

突然費異型であるシロドブネズミ，クロドブネズミ等わ見出だされ友かった。

3) アクアハツカネズミ Musmolossi 1凶sTemminck et Schlegel 

甚だ稀にしか得られ友かった，従来も札幌市内から持集されたととわ極めて少ない。

次に7地区別にとれら3穫の採集数お示ナ。

第1表地区別鼠探集数〈カツコ内は三施D比率を示ナ〉
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アジアハツカネズミの数わあまりに少ないので， とれを除外し札幌市住家性鼠類の組成としてク

マネズミ及びドブネズミの比率ぉ見るとクマネズミの方がはるかに多い。そしてとれを採集月別及

び地区別に手続守してみる．

く1）月別によるクマネズミとドブネズミの割合。

第2表 月別鼠組成〈カツコ内は雨揺の比率〉
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毎月の採集地直が等しくない矯月別に爾障の？首長長論宇るととは出来ないが然しとの5カ月間雨 ー

種の比率が逆縛したととわたく常にクマネズミの方が多かった。

く2）地直別によるクマネズミとドプネズミの割合．

地区別による rプネズミ及びクマネズミの割合の差異お調べる持に期間ぉ11月下旬より12月下旬
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194?年12月

までの－;b月聞に限って毛c聞にとれた鼠によって捻綾した。そc理由ゐ駆除が各月毎に各地
置にらいで行われたので怠く偏ザがある錫債も多〈、の婚置で駆除が行われたととるのとの期間

島とった0である．従って踊除が2Jf.. ：ぴ3§に行bれた主！＝－.るC申一央区はとれに含まれたい．
又東地直の1月，2月にとれた鼠b除外した
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がクマネズミ系（エジプトクマネズミお含む〉より多くとれているととの方が多い．特にとの

騒除に先立って1946年2月より11月にわたり行われた札幌市内の鼠採集にあってわドプネズミ

が全体の75%，クマネズミが2豆M，であり今回の比率と比ペて逆の関係お示しているがとの時

の＊集法わ大部分金網絡及び一部パチンコ式民である（長谷川1947)0 文1947～’生8年の東京都

における金網誌による捕鼠でわドブネズミの方が多く G4.!)%ta-占め， Iii）年の千葉市及び船橋市

の捕鼠でわ ANTUゐ川いたがクマネズミの方が多くいす＝れも 80%以上公占めている〈北岡

1948）。 採集法θ差によって得られる鼠の股類の刻合の迷~得るととわ大友（1929）も既に記

している。札幌市の今回の布n鼠法わ毒園子によるものであったが毒国子にかLった鼠わその場
で即死するとゅうととわ稀で多くわ巣の泣く VC~Iいた後者三園子お食い或いわ又食った後或る時

間沿経て死ぬのがふつうだと考えるぺきであろう。従って毒死した鼠の死体が全部設見される

ととわ難しいのであるo 特にドプネズミわ屋外に営巣し坑道お掘るものも知られ（青木19~6),

叉梓｝.，：の積雪下に於ても土rjitL..坑道お掘って住みぐ犬官1¥j'43），札幌市内に於てもとれが観察さ

れるo従ってlli零期におけるドブネズミの死休の後見わ絶え守、降りつむ話のmに屋外でわ更に
困難となるであろう。とれに反しクマネズミの屋外K’法泉し活動するものわ南方以外でわ稀な

ととである（青木1931）。之お要するに毒餌による以死体わその一泊五分・のみが主として屋内で後

見されるのであるo 従って今問の札幌市の関空去においてわ屋外でタ~ぬととの多いドプネズミが

少く集まり，屋ドI・c:-~·，巳ぬクマネズミ・が多ミ集ったものと5与えるととがtH採るa 即ちと L にあら

bれた数イl~iわ必宇、しも札幌市の以群の良c組｝或お示しているものでわない。

ぐ2）地区によるn幻洋組成の差：前項によって今回作られ，た数他が必宇しも市中に住む鼠の
買．の糾合お示してい危いとしても係集法は一定で・あったと考えてよいからとれらの数値によっ

て鼠群お桃成している陀の比率の差お比絞するととわ「I\ ＊~る o 従って地Ni>Jリの死鼠の種別θ組
成の比岐により札幌市お夜間‘ι分けたのわなi取がある。との境界わ口iJ生川及び豊平川によって
成立している筋に以郊の移動会HJIJ限し混合お妨げているのに水が大きな援索おなしているので

わあるまいか。豊平川以北でわとの考が．成立しそうである＠一方京｛！”においてわ豊平川とゅう

大きなノjえがあるのに拘ら宇、その両側において鼠宮下の組成が兵怠るとわ認められ友い。然し乍ら

とれお以って直ちに東側三地区の鼠群島同一群と見えにさねばならぬわけでわないー相離れそθ

聞に鼠類、の交通お妨げる要素おもつ地域聞においても各々の鼠群。種別機成お等しくすFること

わ有り得るからである。と Lでわ豊平川以北において東凶温群が区別されるととの方が重要な

問題である。

この調査における fa.lcD庭用わ慌時の北大陸阜市l}~生松本注郎，制1野次期i，理事叩摂生小西慎二，中卦武彦諸

君・の熱心な協力によってなしとげられたものであり深〈感謝する。又十分な側宜を奥えて下さった常時の札幌

市衛生課長稲井忠俊博士及び課日の方々，原稿反閲お賜った北大良阜市犬飼致授，討論して頂いた帯民農業専

問／｝~校島倉亨次郎教授にわそれぞれ厚〈感謝する。， 
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I I 
Resume 

During白ewinter time，企・omNoven1ber 1946 to March 1947ぬerat con位。Iwn.s practised 

in a large scale in the ciもyof Snppor9 by the Municipal Heal血 Section.The dead ra旬 were

collected and given古O the 7..oological In副知teof the Agricultural Depar回如t,of the Hokkaido 

University forもhebiological investig川ion.Ofもheもotal of 3376 rats collect吋 2492(72.9ヲ0)

were・もheroof ri泌， Rαtti

(26.8予~）色he Norway ra・色， Rattusnm・vegimtsnorvegimts Berkenhout, while only 8 (0.3%) were 

色heJapanese mouse, JJfilS molossinus Temm. et Sehl. The number of也eJapanese mice was 

too Ii ~I e for也e前udyof出er帥 popul剖ion.

日 isnoもedもha七thenumber of the roof rat is far gre品目もhan也n.tof the Norway rat, noト

with前anding，也eNorway r瓜 isgenerally believed domina凶 speciesinぬeraも populaむionin 

the northern part of the · glo~ e. 

The small number of the Norway rat does not indicace in reality the exact proportion in 

出erat population of the city, as もhemos色ofthe Norway rat 羽田bich 加ok也epoisonous bait 

died out ofもhedoor, nQal' its nest, andもhecarcass was. collected byもhecitizen wi也 difficul色y

especially under出esnow. 

Notwi色fo;tnndingthaもthenumbor of血ecarcasses collected do no七showもhetrue ~omposi­

tion ofもherat population, we c佃 divideぬecity inもothree sections acco1・ding句 thenumber 

ofぬetwo species and also to也egeographical feature of the land. 

・The east side of the city beyondもhesmall伺nalhas much grca ter r叫ioof the roof r抗

出組曲ewest side. The pa抗 ofthe city sou也 ofもheriver Toyohirn. is almostもhesame in 

proportion ofも，herat populaもionas the east side. 

The composition ofもherat population as mentioned above suggesも theimportant role 

of the water in the di前ributionof rntJ:;, becoming sometimes n. lim抗ingfactor. 
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